
  

 

 

 

 

・平成 29年度に組織改正により市内２か所の児童館と社会教育会館地区館が統合し、現在の多

世代交流センターとなった。それ以前より、18歳を超えた若者世代の居場所づくりが課題とな

っており、非公式な形で中高生若者世代（18歳以上の成人も含む）のたまり場として機能して

きた。組織改正を機に、中高生・若者交流事業を正式な事業として位置づけ、ユースタイム(中

高生・若者専用タイム)を中心とした、若者支援・交流事業を展開している。 

・若者支援を専門的に行っている機関が市内に不足している現状があり、市の基本計画をもとに

令和５年度は本事業を東西多世代交流センターの重点事業として展開した。本センターでは今年

度、主に支援者向け学習会の実施及び、食や学習を通した事業やイベントの開催を新規事業とし

て実施した。その中の２つの実践を以下に報告する。 

 

 

 

・実施場所 

 西多世代交流センター(にしじどうかん) 

 交流コーナー、勉強コーナー他 

・中高生以上専用の時間(ユースタイム) 

週２日(水曜日・木曜日)17時～19時 

・職員体制 

常勤職員(交代)１名、非常勤職員１名(曜日固定)、委託先NPO法人職員１名(水曜のみ) 

地域のボランティア、大学生有償ボランティア 

・事業の実施方法 

直営(一部委託) 

◎ユーラボ 

・毎週木曜日を『ユーラボ』として、学習支援とおにぎり・味噌汁などの軽食が食べられる場を

設けている。現在学習支援については中学生からの意見を取り入れ、地域の中学校のテスト期間

とその前１週間に集中的に実施している。調理のお手伝いに地域のボランティア、学習支援には

大学生を有償ボランティアとして依頼している。 

◎みんなのキッチン 

・月に一度程度、調理活動を実施。季節のメニュー(かき氷、もちつきなど)や、参加者の希望を

募って決めたメニュー(オムライス、お好み焼き、アップルパイなど)を中高生若者世代で調理し

て食べている。リーダー的存在の若者を協力者として依頼し、若者世代が主体的に企画や運営に

携われるようにしている。 

 

 

 

 

 

取組の背景・目的 

三鷹市 西多世代交流センター（にしじどうかん） 

 

 

中高生タイムの充実～ユーラボ、みんなのキッチンの実践から～ 

取組の概要 



  

 

 

   

 

・本センターの目標である『だれもが安心して、自分らしくいられるまち』の達成のため、間口

は広く、なるべく敷居の低い居場所づくりを検討、展開している。 

・多世代交流センターとして児童館の１８歳の壁を取り払い、若者世代にも広く参加できるよう

にしている。 

・特定の手段に固執することなく、実施年度の途中でも随時事業内容を見直し、利用者のニーズ

への即応性が高まるよう配慮している。 

・センターの公式 SNSを開設し、事業の様子や告知をして、参加者の広がりや継続的な参加を

促している。 

 

 

 

 

 

 

 

・誰でも参加しやすく関心を得やすい『食』を通したポピュレーションアプローチを展開し続け

ている。その中で、生活困窮世帯の児童や、学校や家庭に居づらい児童も気軽に参加し、温かい

食事を仲間と共にする経験ができている。 

・当初、継続的な学習支援の場づくりを進めていたが、利用者のニーズをもとに方法を見直し、

現在は学校の定期テストの時期に集中的に学習の場を設けている。家庭では集中して学習に向か

いにくい児童が、自主的に参加し大学生ボランティアの協力のもとテスト勉強に取り組んでい

る。 

・児童館の元利用者で現在 20代になっている若者が、調理活動の企画・運営、中学生の学習支

援の担い手として参画し、重層的な交流や支援の場となりつつある。 

・地域のシニア世代がボランティアとして参加しており、家庭的で和やかな雰囲気になり、世代

間の交流が自然に生まれている。 

 

 

・現在は、児童館の延長で継続して利用している中高生・若者世代の利用が中心となっている。 

センターの存在や、若者交流・支援事業の実施について周知が十分にされていないため、中高生

若者世代当事者や関係者、支援者等への周知が課題となっている。 

・多機能型の施設(乳幼児から高齢者まで利用している)であることで、特定の世代や対象に特化

した事業展開や施設の利用が難しい。 

・若者世代のニーズの掘り起こしが難しく、居場所を必要としている児童・若者にどのようにア

クセスするかが課題である。また、困難な状況にある児童・若者に対し、他機関(家庭支援セン

ター、保健センター、学校等)と連携して支援をしたり、存在を周知したりすることが必要と考

えているが十分には浸透していない。 

・職員が中高生・若者支援に関する専門的な知識や技能を有しているとは言えない状況、また人

事異動もある中で、どのように支援機関としての機能や専門性の向上を図るかが課題である。 

 

 

工夫点・留意点 

取組の効果 

課題・今後の展開 
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